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人 口・面 積( 55. 10. 1)
世 帯    210, 088
人 口    626, 768

男     317, 235
女     309, 533

面 積    53. 25 ㎞2
人口密度  11, 770 人/㎞2

地
域
や
家
庭
で
も
う一
度
考
え
ま
しょ
う

次
代
を
に
な
う
明
日
の
青
少
年

地
域
の
人
々
の
活
動
と
協
力
が
な
く
て
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
運
動
は

進
展
し
ま
せ
ん
。
青
少
年
か
生
活
し
、
学
び
、
自
ら
を
き
た
え
て
い
く
場
所

で
あ
る
家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
が
互
い
に
協
力
し
合
っ
て
、
青
少
年
を
あ

た
た
か
く
。
時
に
は
き
び
し
く
見
守
る
こ
と
か
青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
な

が
り
ま
す
。
将
来
を
に
な
う
青
少
年
に
つ
い
て
、
区
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

青少年健全育 成の ために

区民の皆さん

一人ひとりのご 協力 を

私
た
ち
み
ん
な
の

問
題
で
す

心
渺
り
川
岨
广

卜
卜
ｙ
ぺ

烹

々
た
は
同
ふ
.想
像
F
ろ
て
し
I

つ

中
乍
・
ぬ
校
り
う
集
川
肌
い
、
蹣

走
洒
、
万
J
々
と
宀
非
一目
閃
題
、
占

少
雨
勺
健
康
や
安
全
ふ
.脅
か
寸
公
害

や
交
姐
叭
争
、
休
月
影
咀
、
ま
た
心

験
休
川
う
中
で
他
ぺ
々
心
い
や
る
心

を
失

々

一・
卜

卜
兮

ク

ろ
の

考

え
乃

に

閉

匸
こ

し

た
了

。沾
態
度

な

ど
私

た

ら
卜

身

近
7

と
こ

ろ

に
、

さ

ま
ざ

女

々
酉

躱
一

年
の

公

が

浮
か

八

で

き

ま

す

こ

う

友
う

に
、

青
少

年

を
め

ぐ

ろ
問

岨

は
、

現
石

り

複
雑

々

粍
会

宀
‘

矛

盾

点

が
そ

二

き

ミ
反
映

し

て
い

る

よ
・
？

・
す

。

一
て
わ

だ

。尸

に

々

少
甲

そ

と
り

ま

ミ

お

と

さ

八

が
、

卍
し

い

視

点
で

種
々

力

闘
9

で
'
・
ら
・
え

、「
青

少
年

一

に
っ

い
て

べ

え
て

ぃ

か

な
く

て
は

な

り
ま

せ

ん
。

青
少
年
を

と
り
ま
く
状
況

現
代
の
癶
少
年
は
、
我
が
国
の
経

済
か
よ
う
や
く
復
興
し
た
昭
和
三
〇

年
民
以
降
に
生
ま
れ
.
経
祷
の
成

長
、
発
展
と
と
も
に
育
っ
て
き
た
世

代
で
す

彼
ら
は
、
生
酒
水
準
の
向
上
と
出

生
率
の
低
下
の
中
で
卜
分
な
衣
食
等

物
質
的
に
恵
ま
れ
た
時
代
に
育
ち・ま

し
气

し
か
し
、
そ
の
反
面
青
少
年

を
と
り
ま
く
社
会
の
精
神
的
状
況
は

必
ず
し
む
好
ま
し
い
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
.戦
後
の
高
度
経
済
成
長
期
.

そ
し
て
オ
イ
ル

、
t
y
ク
と
つ
づ
い

た
経
済
社
会
の
な
か
弋

価
値
観
も

変
化
し
、
マ
ス
コ
ミ
の
発
達
に
よ
り

哺
報
量
は
増
大
し
た
も
の
の
、
享
楽

性
・
残
虐
性
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
.

こ
の
よ
う
な
状
況
の
.な
か
て
こ
十

一
世
紀
の
担
い
手
と
し
て
の
青
少
年

の
社
会
参
加
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
重

要
な
縄
験
と
な
り
ま
し
I
ス

青
少
年
か
地
域
廿
会
の
た
め
に
活

動
す
る
と
い
・つ
こ
と
は
ご
て
の
社
会

宍

貝
で
あ
る
と
い
う
自
覚
と
連
帯

意
識
を
高
め
る
こ
と
匚
な
り
ま
す

し
.
ま
た
社
会
に
参
加
す
る
と
い
う

こ
と
は
.
腎
少
年
が
健
や
か
に
成
長

し
て
い
く
上
で
、
重
要
な
役
割
を
持

つ
こ
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
.

家
庭
や
地
域
な
ピ
で
若
者
と
し
て

の
生
き
が
い
を
澳
だ
し
.
仲
間
と
し

て
の
連
帯
意
識
や
明
る
い
ま
ち
フ
ヽ

い
を
目
さ
し
た
青
少
年
の
社
会
黔
加

卆
'ぜ
ひ
す
す
め
た
い
も
の
で
す
.

家
庭
の
役
割

家
庭
は
。
人
間
の
生
活
の
よ
り
ど

こ
ろ
で
あ
り
。
子
哄
た
ち
に
と
っ
て

は
、
最
初
に
人
間
関
係
を
学
ぷ
場
で

す『

ま
た
覯
の
生
清
態
度
、
む
の
ご

と
の
考
え
方
・
生
き
方
に
彫
響
さ
れ

な
が
ら
、
人
格
を
形
成
し
て
い
く
う

え
で
、
基
本
の
場
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
子
供
の
成
長
を
す

っ
と
見
守
り
、
全
人
格
的
な
面
か
ら

教
育
で
き
る
の
は
両
親
で
あ
り
、
家

庭
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
、
家
庭
に
お
け
る
日
常
生

活
の
機
械
化
や
咳
家
族
化
が
目
立
つ

べ
'日
で
は
、
兄
弟
姉
妹
で
協
力
し
あ

っ
た
り
。
ま
た
対
立
し
あ
い
な
が
ら

人
間
関
係
を
学
ぷ
機
会
か
少
な
く
な

り
、
親
の
過
保
護
・
甘
や
か
し
か
ら

く
る
依
頼
心
の
強
い
子
供
が
多
く
な

『
て
い
ま
す
。

真
に
明
る
い
冢
『

健
全
な
家
庭

と
は
、
親
と
子
が
信
頼
し
あ
っ
て
、

何
で
も
話
し
合
え
る
家
庭
で
は
な
い

で
し
冫
つ
か
。

地
域
社
会
の
役
割

最
近
の
都
市
化
の
進
行
は
、
地
域

社
会
に
お
け
る
連
帯
意
識
を
弱
め
て

い
ま
す
。

'
f供
た
ち
を
例
に
と
っ
て
み
て

气

自
分
の
子
供
に
は
非
常
に
関
心

を
も
っ
て
い
ま
す
が
、
他
人
の・
子
供

に
は
全
く
無
関
心
な
お
と
な
か
心
え

て
い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
「
子

供
は
社
会
の
宝
一
と
い
わ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
他
人
の
子
供
を
我
が
F
と

同
じ
よ
う
に
注
意
・
指
導
し
、
暖
か

く
見
守
り
育
て
る
姿
勢
が
地
喊
の
お

と
な
た
ち
に
必
要
な
こ
と
で
犬

青
少
年
と
家
族
・
近
隣
と
の
関
係

か
、
密
接
な
社
会
ほ
ど
非
行
問
題
等

が
起
こ
ら
な
い
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
、
家
庭
、
学
校
、
職
場
か

ら
解
放
さ
れ
て
社
会
に
て
た
と
弌

誰
か
ら
も
産
意
を
受
け
る
こ
と
の
な

か
っ
た
弯
少
年
が
、
身
勝
手
な
行
勳

を
と
る
の
と
関
連
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
れ
を
機
会
に
再
度

「
社
会
の
宝
1
青
少
尹

に
つ
い
て

考
え
た
い
も
の
で
す『

足
立
区
で
の
対
応

ぼ
で
は
。
青
少
年
が
明
る
く
豐
か

な
生
活
か
で
き
る
よ
う
に
、
学
校
教

育
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
教
育
の
方
面

に
お
い
て
も
、
各
種
教
餐
講
座
・
趣

味
の
‘講
習
会
な
ど
、
皆
ん
な
で
一
緒

に
な
っ
て
楽
し
め
る
衍
箏
や
ス
ポ
ー

ツ
教
室
を
升
画
・
実
施
し
て
い
ま
す
。

宵
年
鮹
、
ス
ボ
ー
ツ
セ
みヽ
I

を

は
じ
め
、
区
民
セ
ン
タ
ー
等
の
施
設

で
は
、
青
少
年
を
対
象
と
し
て
事
業

夕
り
い
、
腎
者
と
し
て
の
生
き
が
い

や
仲
間
意
識
の
向
上
、
明
る
い
ま
ち

づ
く
り
な
ど
を
研
極
的
に
進
め
て
い

ま
す
。

荐
少
年
が
心
身
冫

ご

健
令
に
育

つ
た
め
に
は
、
家
庭
、
学
校
、
職
場

を
含
め
て
社
会
全
体
に
か
か
わ
り
を

も
つ
人
び
と
か
お
4
い
に
協
力
し
、

青
少
年
の
た
め
に
よ
り
良
い
社
余
環

境
そ
つ
く
る
こ
と
が
人
切
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
ふ‐
川
。う
哩
少
月

か
、
た
ぐ
ま
し
く
健
令
に
介
つ
た
め

に
。
区
尺
の
皆
さ
ん
の
力
を
お
か
し

く
だ
さ
い

○
青
少
年
閧
題
に
っ
い
・・
ゐ

お
問
い

合
わ
せ
は
、
斉
少
年
対
策
担
当
へ
ど

う
ぞ
。

全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間
と
は

大

月
は
、
一
全
国
青
少
年
健

全
介
成
強
躙
口
閭
に
て
弋

'
紅
は
、
次
代
を
袒
‐う
町
少
年

の
自
立
心
や
社
会
連
杵
意
識
を
育

て
る
た
め
に
.
青
少
年
の
各
孤
火

践
活
勦
に
よ
る
社
会
参
加
を
促
す

と
と
も
に
.
よ
り
多
く
の
人
々
に

河
少
年
の・
健
全
育
成
に
関
す
る
理

解
と
自
麗
を
探
め
て
い
た
だ
く
も

力
で
.
総
理
府
が
主
唱
し
て
実
施

さ
れ
る
運
動
で
す
.

区
で
も
.
次
の
よ
う
な
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
、
今
後
も
青
少
年
対

策
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

▽
青
少
年
の
社
会
参
加
を
す
す
め

よ
う

▽
地
城
で
実
行
し
よ
う
I
青
少
年

の
健
全
育
成
活
動

▽
青
少
年
の
た
め
に
良
い
家
庭
を

▽
皆
ん
な
で
つ
く
ろ
う
よ
り
良
い

社
会

区
民
の
皆
さ
ん
の
こ
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

11月は全 国青少年 健全育成強調月 間です

ご 参 加 く だ さ い

青 少年健全育成区民 大会

青少年の
社会参加特 別実践活動

区
で
は
、
「
全
国
青
少
年
健
全

育
成
強
調
月
悶
一`
の
衍
叭
の
一
環

と
し
て
、
次
の
と
お
り
大
会
や
実

鵯
活
動
を
実
施
し
ま
气

ふ
る

、

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

・
足
立
区
青
少
年
礎
全
育
成
区
民

大
会

日
時
!

一
月
卜
六
日
(
U

午
後
一
時

珊
所

文
化
会
館
(
巾
臾
木
町
.

―
.
七
圭
一
)

内
容

▼
学
校
長
.
保
護
司
お
よ

ひ
青
少
年
に
よ
る
活
助
事
例
発

或
・
報
告

▼
青
少
年
健
全
育

成
標
語
の
入
賞
者
発
表
と
表
彰

▼
講
演

』「青
少
年
の
非
行
と
健

全
育
成
に
つ
い
て
考
え
る
'
{―

立
教
反
学
教
授

岡
本
包
冶
氏

▼
ア
ト
一ラ
ク
シ
こ

青
少
年
の
社
盒

笳

特
別
実
践

溥
勳

日
時

卜

疔

儿
・口
(
日
)
午
前

八
時
グ
爿
分
集
介
〔
雨
天
の
堝

合
は
、
し

日
上
(
日
(
川
)

に
延
期
〕

場
所

竹
の
塚
小
学
校
(
竹
の
塚

一
I
I
(
-
一
)

内
容

社
会
参
加
の
モ
デ
ル
体
験

と
し
て
、
各
コ
ー
ス
に
わ
か
れ

て
竹
の
塚
駅
周
辺
か
ら
元
溯
江

公
園
ま
で
の
歩
道
.
植
込
み
.

公
園
な
ど
の
清
掃
活
動
を
行
い

ま
す

※
当
日
、
参
加
名
に
は
.
記
念
品

を
用
意
し
て
い
ま
す

o
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、
い

ず
れ
も
、
青
少
年
係
へ
ど
う
ぞ
.

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
の

施

設

見

学

会

区
の
施
政
に
つ
い
て
、
理
解
と

認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
。

施
股
見
乍
会
を
火
施
し
て

い
貧

オ
。今

回
は
、
都
の
施
設
を
含
め
て
。

次
の
r
頒
で
行
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時

ト
ー
月
こ
十
日
(
木
)
と

二
上

日
(
金
)
の
二
回
(
各

日
と
も
、
午
前
九
時
三
十
分
?

午
後
四
時
頃
の
予
定
)

参
加
資
格

区
内
在
庄
の
漓
二
十

歳
以
上
の
方

定
員

各
回
二
十
五
名
、
計
五
十

名
(
た
だ
し
、
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
)

見
学
施
設

総
合
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
.
竹

の
塚
温
水
プ
ー
ル
.

老
人
会
館
、
足
立
膺

掃
工
場「

教
育
セ
ン

タ
ー

参
加
費

無
料
(
昼
食

は
.
こ
ち
ら
で
用
意

し
ま
す
)

申
込
方
法

電
話
で
広

報
課
へ

申
込
期
聞

十
一
月
五

日
～
(
口
(
(

日
は

正
午
ま
で
)

問
合
せ
先

広
報
課

わ
が
ま
ち

「
足
立
」
の

歴
史
シ
リ
ー
ズ
頒
布
中

ぼ
で

は
.

私

た
ち

の

ま
ち

「
咀

霆

・
の

歴
史

を
解
説

し

、
古
い

姿

と

新
し

い

も
の

と
の

つ

な

が
り

を

興

昧
9

く

読
ん

で
い

た

だ

け

る

1
 
‐
1足
立

の

今
昔

」

を
は

じ
め

、
旧

日

光
街

道

に
沿

っ
て

史

話
・

史
跡

を

防
ね

め
ぐ

る

「
足

立
の

史

話
J

な

ど
お

気
軽

に
統
ん

で

い
た

だ
け

る

本

を
刊
一
口
し
て

い

ま

す
.

ま
た

、
足

立

区

に
小

学
校

が
陥

没

さ
れ

て
百

年
.

新

制

中
学

校
の

制

度

が
で

き
て

三
卜

年

、
そ
の

経

過

を

わ
か

り
や

す

く
解

腕

し

た

「
教
育
百
年
の
あ
ゆ
み
'・
も
発
行

し
て
い
ま
す
。

な
お
、
「
足
立
の
歴
史
」
に
つ

い
て
は
、
好
評
を
得
て
、
現
在
品

切
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
再
版
を

急
い
で
お
り
ま
す
の
で
、
し
ば
ら

く
お
侍
ち
く
だ
さ
い
。

▼
足
立
の
今
昔
・
=千
五
百
円

▼

足
立
の
史
話
‐
:四
百
円

▼
教
育

百
年
の
あ
ゆ
み
・・一
七
千
二
百
円

▼
旧
日
光
道
中
千
佳
宿
家
並
変
遷

図
:
由
百
円

頒
布
場
所
・
M
合
せ
先

広
報
課

足 立の今昔



昭 和55 年11 月5 日区 の お 知 ら せ ( 2)

西新井東・西新井南

自転車駐車場のご利用を

自転車の放 置はやめ まし ょう

駅
前
は
、
衒
の
玄
関
で
す
。
し
か

し
。
最
近
で
は
、
き
れ
い
で
あ
る
べ

き
玄
関
に
大
量
の
自
転
車
が
無
秩
序

に
放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

駅
前
に
放
一
さ
れ
て
い
る
自
転
車

は
。
駅
周
辺
の
美
観
を
著
し
く
捐
ね

ま
す
。
そ
の
う
え
、
自
転
車
が
歩
道

の
大
部
分
を
占
拠
す
る
た
め
、
歩
行

者
の
じ
や
ま
に
な
っ
た
り
、
場
合
に

よ
っ
て
は
歩
行
者
を
車
道
に
遣
い
や

つ
て
、
交
通
安
全
の
う
え
か
ら
非
常

に
危
険
で
す
。

区
で
は
、
こ
れ
ら
の
放
置
自
転
車

に
対
処
す
る
た
め
、
駅
周
辺
に
自
転

單
駐
車
場
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
酉
新
井
駅
東
口
と
東
武

鉄
道
西
斬
井
一

軍
工
場
前
の
西
新
井

兩
自
転
車
駐
車
場
を
M

設
し
ま
し

た
。
(
現
在
、
区
設
自
転
車
駐
車
場

十
八
か
所
、
収
容
台
数
一
万
七
百
十

七
台
)

こ
の
駐
車
場
は
、
皆
さ
ん
が
利
用

す
る
も
の
で
す
。
多
く
の
力
か
利
用

で
き
る
よ
う「

近
く
の
方
は
な
る
べ

く
歩
く
な
ど
、
お
互
い
に
ゆ
ず
り
あ

っ
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

な
お
自
転
車
に
は
、
住
所
、
氏
名

を
書
き
、
防
犯
登
録
を
し
て
く
だ
さ

い
。自

転
車
利
用
の
皆
さ
ん
、
駅
周
辺

の
道
路
上
に
は
、
絶
対
に
自
転
車
を

放
置
し
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

駅
前
広
場
ま
た
は
通
路
上
に
自
転

聿
を
I
く
と
。
放
一
自
転
車
と
み
な

さ
れ
、
搬
去
、
処
分
さ
れ
ま
す
の
で
、

ご
叱
髢
く
だ
さ
い
。

□
西
新
井
東
自
転
車
駐
車
場

所
在
地
　
西
新
井
栄
町
ニ
ー
ニ

収
容
台
数
　
二
百
台

□
西
新
井
帛
皀
転
車
駐
車
場

所
在
地
　
梅
田
(
一
一
四

収
容
台
数
　
三
百
(
十
台

問
合
せ
先
　
交
通
安
全
係

足立区自転車駐車場一覧表 ( 55・10・1 現在)

西新井 東 自転車 駐 車 場西 新井 南自 転車 駐 車場

文
化
の
日
に
晴
れ
の
表
彰

足
立
区
に
貢
献
し
た
三
百
六
十
九
名

去
る
十
一
月
三
日
、
「
文
化
の

日
」
に
昭
和
五
十
五
年
度
足
立
区

表
彫
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

区
の
た
め
に
永
年
尽
力
さ
れ
た

方
や
社
会
福
祉
・
公
衆
衛
生
・
教

育
・
産
業
な
ど
に
功
労
の
あ
っ
た

方
な
ど
、次
の
三
百
六
十
九
名
の

方
々
が
表
彰
を
受
け
ら
q
ま
し

〔
自
治
功
労
〕{
消
防
団
員
永
年
}

浜
田
六
郎

江
森
清
二

来
鳥
博

武
冂
末
蔵

鳥
村
隆
良

貝
木
勇

吉

池
田
膺

梶
野
正
直

高
沢

日
出
男

佐
藤
三
郎

角
川
功

早
川
仙
吉
郎

桑
原
行
雄

小
川

芳
直

浅
賀
忠
保

矢
鳥
善
次
郎

野
口
光
五
郎

飯
田
三
郎

伊
東

進

鴨
下
賢
三

勝
田
育
男

志

村
道
大

小
川
信
昭

馬
場
膺
介

町
田
一
豊

野
尻
佳
宏

金
子
正

純

増
田
長
吉

柳
川
大
二
郎

須
賀
教
毒

池
田
裕

―
古
圧
宏

茂

牛
込
啓
雄

石
井
慶
吾

江

川
勝
康
ヽ
田
中
平
三
郎

矢
萩
潸

一
坂
田
和
男
宝
円
龠
蔵
中

田
勇
米
田
力
之
助
《
町
会
艮

永
年
}
浅
賀
政
治
鴨
下
次
刀

満
水
大
蔵
村
上
政
L
念
‥
職

員
永
年
-
罍
一
年
以
-
・
藤
田
住
三

ほ

か
二

十
一
y

ほ

職

員

水

年

ニ

ト
年

八

ふ

島
田

鋏

次
郎

ほ

か

百

十

一
名

〔
統
計
功
労
〕
小
林
消
次

大
橋

敬
・一
沺

石
袢
靤
三

…
い村
徳
保

襾
町
末
光

岡
心
心
人

小
室
叭

充〔
納
税
功
労
〕
石
偽
六
三
郎

〔
区
立
学
校
数
育
功
労
〕

宸

育

小
恙

遠
田
実

山
中
孝
{

学

校
保
健
衛
生
}
小
林
俊
雄

森
田

時
子

広
瀬
侑
f

境
野
幹
雄

松
本
善

関
根
勇
二

石
井
竹
善

霰
職
員
永
年
三
十
年
以
上
}
村

山
俊
幸

川
合
隆
一

形
都
智
代

光

村
下
昭
三

金
子
三
雄

古

成
廣
子

儀
閭
君
江

上
原
あ
い

子

武
田
と
も
子

吉
田
寛

上

田
公
ぶ、
大
窟
政
男

榎
本
道
子

近
藤
和
子

熊
沢
志
津

中
村
昭

一
郎
西
川
信
子
宮
原
昭
久

小
沢
百
合
子
関
根
(
雹
子
海

老
原
み
ょ
子
細
岡
徳
鈴
木
辰

秋
塩
原
盛
明
榎
田
亮
1
1
中

鳥
恵
美
子
中
山
俊
雄
石
井
芳

雄
霰
畷
員
永
年
二
十
年
以
上

三
宅一

萩
原
伸
子

石
川
笑
子

松
崎
四
郎

大
鳥
君
雄

渡
辺
道

子

渡
辺
勇

森
本
栄
太
郎

上

村
即
子

溝
辺
信
子
・
斎
蔵
巧
子

森
徳
冶

山
田
孝
子

北
詁
償
子

河
口
憲
孝

山
本
竹
雄

坂
口

邦

瀬
田
武
一

小
笠
原
陸

風

閇
延
夫

小
野
喜
司

鳥
倉
成
子

深
津
清
一
郎

小
貫
栄

樋
口
窩

次

石
沢
真
紀
夫

沖
醴
卓
夫

小
山
雅
二

楚
山
窩
夫

小
野
口

直

折
原
肇

拝
田
キ
ネ

畏
谷

川
孝

北
村
英
子

市
来
秀
章

稲
葉
二
郎

山
田
善
太
郎

坂
本

章
次

福
井
正
貎

大
倉
邦
夫

福
田
健
二

〔
私
学
教
育
功
労
〕
{
私
学
痕
興
y

吉
田
利
男

、鴨
下
多
吉

河
合
平

内
(

教
職
員
永
年
)

柴
和
子

〔
社
会
お
よ
び
公
共
事
業
功
労
〕

《
民
生
委
貝
・
児
童
委
員
・
社
余

福
祉
梟
悪

大
出
昇

斉
藤
要
藏

古
川
隆
司

大
木
豊

伊
藤
秋
子

阿
山
川
み
き
{

保
護
司
}
人
出

保
子

こ
田
正

高
橋
喜
平
次

蔦
谷
正
雄

加
藤
弘

池
田
喜
一

篠
原
岬
次

宵
木
武
司

石
川
仁
{

社
会
福
祉
事
峯
永
年
}
加
藤
信
子

〔
公
衆
衛
生
功
労
〕
{
公
衆
衛
生・

事
巣
}
木
下
節
子

横
田
松
一二
郎

境
野
安
太
郎

藤
波
松
雄

森
磚

雄

鈴
木
惣
太
郎

石
井
ユ
キ
{

保
健
衛
生
事
業
永
年
}
太
田
万

郎

徳
川
文
彦

榊
原
士
郎

鈴

木
志
賀
子

永
田
保
子

奈
須
和

子

三
枝
勝
子

小
林
功

前
原

誠
次
郎

藤
崎
貞
二

小
川
正
一

浚
辺
節

茂
沢
膺
太
郎

大
道
耨

次
郎

大
沢
善
信

樋
口
匕
サ
イ

木
崎
ま
さ

佐
々
木
静
再

刑
部

正『・乂

鈴
木
武

羽
原
賊
治

〔
農
商
工
業
功
労
〕
{
実
業
精
馳

佐
藤
東
作

杉
田
武
宏
{

農
業

阪
興
}
西
山
岩
吉

山
野
市
郎

須
賀
定
義
榎
本
義
憲
馬
湯
最

宵
日
比
谷
寿
男
幸
野
謙
次

田
中
勘
二
郎
榎
本
瞬
夫
渡
辺

千
秋
矢
島
米
蔵
《
商
業
振
興
}

石
川
辰
次
広
瀬
洌
一
池
沢
正

治
北
川
千
庄
生
小
野
田
進

柴
沼
弥
。
一
郎
{
農
業
団
体
永
年
}

松
沢
清
{
工
業
永
年
}
藤
橋
渭

助
-
M
松
優
石
鍋
薫
池
上
嘉

昭

六
木
木
高
明

纜
辺
正
四

鬼
塚
悌
二
郎

内
田
時
男

宝
圸

一
7
、サ
イ

板
垣
磯
冶

〔
社
会
教
育
功
労
〕

安

化
・
腎

少
乍
}
斉
藤
亥
之
助

吉
沢
寛

宮
本
午
太
郎

大
久
保
歛
司

橋

木
マ
ス

森
貞
子

小
林
孝
明

成
嶋
君
松

大
醂
豊
司
(

体
育
y

大
竹
ぶ

荒
井
奥
義

小
熊
'
″代

作

福
田
弘

渡
辺
薜
司

〔
人
命
救
助
〕
伊
深
陥
子

高
㈲

元
司

染
谷
勇

田
中
孝
徳

四

村
斉

屋
野
新
一

鈴
ぢ
稔

伊

藤
次
夫

葦
川
秀
夫

熊
谷
亀
悦

熊
谷
邦
彦
(

敬
称
哨

祭ばやしと獅子舞の集い

区

内

に
は

、
古

く
か

ら
受

け

継

が

れ
て

い
る

郷

土
芸

能
が

た
く

さ

ん
あ

り
、

皆

さ
ん
の

努

力
に

よ

っ
て

保
存

さ
れ

て
い

ま

す
。

そ
こ
で
、
保
存

に
努
め
る
皆
さ
ん

か
】
堂
に
集
ま

り
、
日
頃
の
精
進

の
成
果
を
披
露
し

ま
す
の
-
-
。
・
、
お
気

軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
　
十
一
月
二
十
-
百
(
土
)

午
後
二
時～
四
時
三
十
分

場
所
　
竹
の
冢
社
会
教
育
館

入
場
料
　
無
料

出
演
団
体
　
柳
原
箕
輪
喋
子
連
、

薦
西
ぱ
や
し
北
野
神
社
保
存

会
、
鳥
根
ぱ
や
し
連
中
、
お
は

や
し
愛
好
会
、
高
野
箕
濃
ヶ
谷

ぱ
や
し
保
存
会
、
西
新
井
江
戸

ぱ
や
し
保
存
会
、
押
都
葛
西
獅

子
保
存
会

問
合
せ
先
　
社
会
教
育
課
文
化
係

島根ばやし

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

街
頭
相
談
所
開
設

、
叶
年
の
宮
城
県
沖
地
震
で
は
、

ブ
ロ
'
ク
堺
か
倒
壊
し
て
、
多
数
の

死
傷
者
が
出
た
こ
と
は
、
記
像
に
新

し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。ま
た
、去
る

九
月
二
十
五
日
発
生
の
地
震
で
は
、

ほ
内
敵
か
所
に
搆
の
倒
壊
が
見
ら
れ

よ
し
气

区
で
は
、
搆
に
つ
い
て
不
安
や
疑

間
を
お
持
ち
の
方
、
ま
た
痾
の
新
設
。

姚
腎
、
改
修
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方

力
た
め
に
、
プ
ロ
y
ク
膊
等
街
頭
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

日
時
・
場
所
　
▽
十
一
n
十
一
日
・
・
>

北
千
住
駅
西
口
前

▽
十
一
月
十
二
日
・・・綾
瀬
駅
西
口

前▽
し
一
月
1
・
j
・
=
竹
の
塚
駅
東
-

口
前

▽
-
1
-
-
1
月
十
四
目
…
西
新
作
駅
酉

ロ
ト
ス
カ
三
階
入
口

※
時
間
は
い
ず
れ
も
、午
前
十
時
～

午
後
四
時
ま
で
で
す
。

相
談
員
　
東
京
都
建
築
士
事
窃
所
協

会
足
立
支
都

区
濔
境
郎
・
喬
築

郎
問
合
せ
先
　
建
築
指
導
課

年
末
調
整
説
明
会

区
と
足
立
・
西
新
井
税
務
署
で
は
、

昭
和
五
十
五
年
分
給
与
所
得
の
年
末

調
整
、
住
民
税
給
与
支
払
報
告
書
等

の
拠
出
に
つ
い
て
、説
明
会
を
行
い

ま
す
。

区
内
事
業
所
、
会
社
等
の
給
与
取

扱
関
係
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ

さ
こ

日
時
・
場
所
　
左
表
の
と
お
り

問
合
せ
先
　
課
税
譁
特
別
徴
収
係
ま

た
は
足
立
税
務
署
(
　
八
(
八
-

六
二
四
一
)
・
西
新
井
税

務
署
(

　
(
四
〇
j
1
1
1
1
)

家
屋
等
を
新
築
・
改
築

さ
れ
た
方
へ

住
居
表
示
実
施
済
地
域
内
に
家

屋
等
を
斬
築
、改
築
さ
れ
た
方
は
、

住
居
表
示
に
よ
る
住
居
番
号
を
付

け
る
た
め
の
届
出
が
必
要
で
す
。

こ
の
届
出
を
さ
れ
ま
せ
ん
と
、

正
し
い
住
所
と
は
な
り
ま
せ
ん
の

で
転
入
、転
居
届
が
で
き
ま
せ
ん
。

届
出
に
必
要
な
も
の

孺
築
確
認

通
知
一

、
印
か
ん

問
合
せ
先
　
住
居
表
示
係

来
年
四
月
に
入
学
す
る
お
子
さ
ん
へ

就
学
時
健
康
診
断

来
年
四
月
に
入
学
す
る
お
子
さ

ん
の
健
康
診
断
を
、
各
学
校
に
お

い
て
奥
施
し
て
い
ま
す
。

指
定
さ
れ
た
日
時
に
、忘
れ
ず

に
受
診
し
て
「
、だ
さ
い
。

な
お
、
外
国
人
で
区
立
小
学
校

に
入
学
勞
>希
望
す
る
方
で
、ま
だ

申
請
を
し
て
い
な
い
方
は
。お
子

さ
ん
の
外
国
人
登
録
証
明
書
と
印

か
ん
を
持
参
し
て
、教
育
委
員
会

事
務
局
学
事
係
へ
お
い
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先
　
学
校
保
健
係
、
ま
た

は
学
事
係

婦
人
の
方
へ

足
立
区
婦
人
の
集
い

今
年
は
、国
際
婦
人
年
の
中
`

年
で
す
。ハ
ト
年
代
を
迎
え
て

。

私
た
ち
は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
心

き
る
か
考
え
て
み
ま
し
I
つ
。

日
時
　
十
一
月
八
日
(
土
)
午
後

一
時
三
十
分
!
四
時

場
所
　
竹
の
簾
社
会
徴
青
館

テ
ーマ
　
国
際
婦
人
年
中
間
年
と

こ
れ
か
ら
の
女
性
の
生
き
方

講
師
　
弁
護
士

中
鳥
通
子
氏

定
員
　
三
百
五
十
名

申
込
期
限
　
十
一
月
七
凵
(
4

話

予
約
)

受
講
料
　
無
料

※
な
お
、
当
日
は
「
男
女
平
等
へ

の
道
」
の
映
画
を
上
映
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
社
会
教
育
課
婦
人
対

策
担
当

東
部
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

敬
老
演
芸
会

地
元
の
落
語
家
、
朷
家
小
せ
ん

師
匠
な
ど
の
方
が
出
演
し
ま
す
。

日
時
　
十
一
月
十
八
日
<
火
)
午

後
一
時
～
二
時

対
象
　
六
卜
戚
以
上
の
区
民

定
員
　
当
日
光
聊
二
百
名
(
粗
品

准
呈
)

場
所
・
問
合
せ
先
　
東
部
セ
ン
ク

-
`
-
六
〇
五
一
七
べ
い
-
1

別
館
工
事

上

月
二
十
四
H
か
ら
翌
年
二

月
十
四
日
ま
で
、
別
館
工
事
の
た

め
桔
婚
式
鳩
、
集
会
室
の
夜
間
の

貸
出
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
こ
の
期
間
中
で
も
結
婚

式
堝
、
集
会
室
の
受
付
け
は
行
い

ま
す
。

足
立
区
で
買
お
う

食
べ
よ
う
　
頼
も
う



区のお知らせ第 526 号( 3)

生活用品交換即売会
みな さんの出 品を

お まちし てい ます

家庭にしまわれている米醺用

の生盾用品
がありましたら
、次

のとおりご出品ください
。

出品受付

日時・
場所

▽
十一
月十九日
(水
)・
=亀有

信用
金庫竹の塚支店
(伊興町

見通一
五二五
)

▽
大
月二十口
(木
)・
二十

冐
(金
)・
=消費者センター
(

千
住仲町一一
五
)

※
時
間
は
い
ず
れ
も
、
午
前
十
時～
午
後
三
時
ま
で
で
す
。

取扱品目
主として日常生活必

要品とします
(使用
する人の

身になって、きれいに出品し

てください
)

※
次の品物は扱いません。

▽
医
療
品
、
化
粧
品
、
動
植
物

▽
古着
(型の古い衣料、シミの

ついた衣料
)

▽
使用した下着禎

▽
食料品

▽
消耗がは
げしく再活用
か困難

なもの

▽
特にこ
われやすいもの
'

▽
カメラ
、高級衣料等
4価なも

の
(販売希望値段が一
万
m‥を

超えるもの
)

目
録
出
品
　
大
型
贔
、
高
価
な
も
の

籌
、
現
物
出
品
の
で
き
な
い
も
の

は
、
目
録
川
品
を
受
付
け
ま
す

▽交換内容の交渉は、当事者

閧で
行っていただきます

▽山品の掲示は、受付、即九

余場で衍います

出品価格
　心品の
瞭、希望値段

を決めて
おいて
ください

清
算
　
▽
日
時
は
、
出
品
の
瞭
お
知
ら
せ
し
ま
す

り売
h金の一
割そ手数料とし

ていただきます

即
売
会

日
時
　
▽
十
一
月
二
十
(
日
(
金
)
午
前
十
時～
午
後
四
時
▽
十
一

月
二
十
九
日
(
土
)
午
前
十
時～
午
後
二
時

場所
　足立区
産藁振興館

※足立区消費者展生活用品交喚

即売コーナ
ーとして政一

主催
　足立区
、足立区消賢者友

の会
問合せ
先
　消賢者センター
　
(

七〇―一
三九一

ひろば

☆文化映画で
学ぷ日本史と足立

日時
　十一
月二十三日
(日
)午

後二時～四時三十分

場所
　竹の塚社会教青館

定
員
　
(
十
名
(
当
日
先
肴
順
)

内
容
　▽岩宿の発見
▽
繩文時

代
▽古墳
▽
登呂の
村
▽

古代の奈良

費用
　無料
(ただし
連絡用
(ガ

キ十二枚持参
)

問合せ先
　区民大半友の会
　

(五〇一
五
(
(一

☆
バ
レ
エ
児
童
舞
踏
講
習
会

日時
　▽月曜コ
ース・・・十一
月十

日
(六回
)
▽
水曜コ
ース・・・

十一
月十一
百
(六回
)時間は

いずれも午後四時～五時十五

分受講料
　二千五百円
(人数が増

えると
、費用は安くなります
)

申込・
問合せ先
　遣峰バレエ研

究所
　
(
(
(―六七二七

☆
い
け
ば
な
講
習
会

日
時
　
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
～
昭
和
五
十
六
年
二
月
の
第
二
、
第
四

土
曜
日
、
午
後
二
時
～
五
時

場所
　玉松会教室
(竹の塚駅下

車五分
)

定員
　十五名

費用
　各回六百円
(花材料
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
玉
松
会
(
伊
興

町
筋沼二
五六
　
(九九一

六
(一九
)

☆
家
庭
婦
人
ス
ケ
ー
ト
教
室

日
時
　
十
一
月
十
一
日
<
火
)
・
十
四
日
(
金
)
・
十
七
日
(
月
)
午

前
十
時
?
正
午

場
所
　
高
砂
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
セ
ン

受講料
　二千百円
(貸靴
無料
)

申込・
問合せ先
　区スヶ―卜連

盟
　
(
(一-九〇六五

☆
区
民
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
夕
べ

日
時
　
十
一
月
十
三
日
(
木
)
・
二
卜
七
日
(
木
)
午
後
六
時
三
十
分
～

九時
場所
　千寿第三小
学校体青館

対象
　十六歳以上
(初心者歓迎
)

参加費
　無料
(上履き持参
)

問合せ先
　区フォークダンス
連

盟
　
(八一一
九〇六五

投稿規定
　▼サー
クル
情報、行事、催―
もの
、

講習会等の案内にご利
mください
▼
(ガキま

たは封書で百四十字以
内
▼
住所、氏名、団体

‥々、電話番号、費用
(金額・使途
)を明記
▼
営

利
、宗教、政治目的のもの
は
掲
戴
不
可
▼
掲

絨、不掲絨の連絡はしません
▼
締切りは発行

川の
1ヵ
月覯
▼
掲載後の
責任は負いません

投
稿
・
問
合
せ
先
　
広
報
課
(
〒
圜
千
住
一
-
四―
-
-
八
)

福

祉

事

業

あ

ん

な

い

お持ちですか

身体障害者手帳・

愛
の
手
帳

身体障害者
(児
)の万や、精

神薄弱者
(児
)の方
が、いろい

ろな更正授牋を受けるための手

恨夲
'
>
交付しています。

◎
身
体
障
害
者
手
帳

身休陣害者
(児
)の方に交付

されるもので
、手恨をお持ちに

なると、その
障害の程度により、

補装具の
交付や、交通機関の料

金割引、各和の税の
減免などの

援護が
'ぺけられます。

申請・
問合せ先
　各柵祉淇祐所

◎
愛
の
手
帳

楠
神
賻
弱
者
(
と
に
交
付
さ
れ

ろ
も
の
で
、
手
帳
を
お
持
ち
に
な
ろ
と
、
交
通
機
関
の
科
金
割
引
や
各
瞿

口
-
碗
の
減
免
な
ど
の
援
護
が
受
け
ら

れます。

申
請
・
問
合
せ
先
　
各
徭
祉
凖
拠
所

ま
たは
▽
十八
歳未
満の
方・・・台

柬
児竃
相
談所
(台東区
松
が谷

一一
四
1匸一
　
(四ニー
三

假四一
)
▽
-
(端
以
上
の
'

力・・・心
身
障害
者
福祉
セン
ター

肓
宿
区戸
山
町四
三
　二〇

、、上
(
I四・
'
)

寝
た
き
り
老
人
の

訪
問
看
護
制
度

対象
　区内在僅の六卜五鏃以上

の万
(自宅に寝たきりで
、訪問
9

秡が必要と認められた方
)

訪
問
看
護
の
方
法
　
覆
た
き
り
老
人

に対し、医師または看護婦か

月二回訪問し、医療、看護等

の
御門的な指導そ・
nいます

申
請
に
必
要
な
も
の
　
印
か
ん

申請・
問合せ先
　老人福祉係

難
病
患
者

福
祉
手
当

現況届はお済みで
すか

難病患者福祉手当を受給して

いろ力には、先に現況届の用
紙

を范伺して
あります。まだ、提

川していない方は、十一
月八口

まで
に、郵送または持参により

怩出して
ください
。

提
出
・
問
合
せ
先
　
援
護
係

福祉手当
(国制度
)の

定時払い

昭
和
五
十
五
年
彦
ぶ
二
月
期
福
祉

手
当
(
国
制
度
)
を
、
十
一
月
中
旬

頃
に
攬
定
さ
れ
た
金
融
機
関
の
口
座

に
振
り
込
み
ま
す
。
な
お
、
受
給
者

の方には、別途支払心知丿で、。

お知らせします。

問
合
せ
先
　
心
身
障
害
擶
祉
係55年度制限額表 1』; i i i ' L' I , j l・I・|

』・; K' f t <・・I

( 寿) 国制度( 70歳以上) ( 福)
都制度
( 65歳～69歳)

老人医療証の
交付申請を

に内在住の岡六十五歳以上の

方
气
まだ老人医療証を交付さ

れていない方は申閾をしてくだ

さ弖
老人医療紅の交付を叉け

ると医療費の自己
負担額のうち

保険診療分か公費・で助成されま

す。交付を受けられない方

▽社会保険の被保険者本人

▽生活保護を受けてい
る方

▽健康保険に加入していない方
▽
前
年
中
の
所
得
か
制
限
割
石
-
翩
え
て
い
る
方
(
左
表
参
照
)

※な匐、七十歳以上で・寿
の
制

限頡を超えている
方
ぐ
も
福

の制限額以下で
あれば
福
医療

証そ・一乂付します。

問合せ先
　医療助成係

社団法人シルバー

人材センター発足

今まで区民の皆さんに育てて

い
ただいた高齢者事
t
Mが、社

団法人シルバー人材センター
足

立
R高齢者事業団として、
ひと

まわり大きくなって再出発する
g

・とになりました。

鳥船者事業団は去ろ。
1十三年

四气
健康で働く意欲の
ある
4

船芍に勳く機会と場を提供する
こ
とによ
り高齢者の方々
の生き

がいの充実、
健康と襌祉の増進

を図るため設立されました。以

来皆さんのご支援により、ここ

まで成長しました。名前は変っ

て
も中味は高齢者事業団と全く

同じで
す。今後もみなさんの
か

わらぬご支援とご協力をお願い

し
ます。

な
お
、
事
業
団
で
は
皆
さ
-
ん
か
ら
の
仕
事
の
注
文
に
で
き
る
限
り
応
じ

られますように。
技術の
ある方

今搜しています。
大工
、左官、塗

装、たたみの技術をお持ちの方、

ポ業団で経験を生かしてみませ

んか。
入
会
・
問
合
せ
先
　
社
団
法
人
シ
ル
バ
ー
人
芻
セ
ン
タ
ー
耻
立
区
高
齢

者小集団
(千住五上
(
Iニ

　八七〇上
(二二二
)

最近。あたかも区や消防

署、町会等の斡旋を思わせ

る口調で
'£火器や表札を

販売する業者がいます。

区、消防署等では、これ

らの物資の
斡旋は一
切行っ

ていませんのでご注意くだ

さい。また、消火器はいろいろ

な種類があり、有効期限も

それぞれ異ります。硯在、法

律的には、設置、点検は義

務づけられていません。

購入の
際には、住居の状

況、その他をよく検肘しま

しょう。
相談、問い合わせは、消

費者テレフォン
(　
(七〇

―一
三〇一
)へ
。

同和問題の
理解のために

差
別
を
な
く
す
運
動
(
3

)明治二年、版籍奉還によっ

て統一
国家体制を整えた明治

政府は、近代困家をめざして、

殖産興業、富国強兵、交明閧

化をスロー
ガンに、社会の
迴

代化に乗りだしました。こ
ら

したなかで、明治四年
(・一
八

七一
年
)
(月ニト
(日
I
*た。

ひにんの称を廃止し、斗分、

職業とも平民同様で
あるこ『『

いう太政官布告、い
わゆる解

放令が出され、同和地区の人
ひ
と
は
、
い
ち
お
う
制
度
上
の
身

分
差
別
か
ら
解
放
さ
れ
た
の
で

す
。と

こ
ろ
が
、
こ
の
解
放
令
は
眼

に
丹
分
の
称
号
廃
止
と
職
業
の
自

山
冷
。
宜
I
"
J
し
た
に
ふ
I
。
ど
ま
り
、
経

済
的
な
対
策
な
と
は
な
く
、
同
和

圸
区
の
人
び
と
の
真
の
解
収
を
保

障
す
る
もの
で
は
な
か
っ
た
の
で

弋
す
な
わ
气
明
冶
政
府
は
華

片
や
士
族
に
、
応
く
の
公
債
や
現

乱
か
I与え
、
農
民
に
は
土
地
の
所

力
々
認
め
ま
し
た
が
、
身
分
階
層

の
飛
低
辺
で
差
別
と
貧
囚
の
な
か

て
暮
し
て
き
た
同
和
地
区
の
人
び

と
に
は
、
新
し
い
職
業
を
保
障
す

芻などの実質的政策を何もや

らなかったばかりか、幕瀋体

制下に専業的に認められてい

た職繋を、平等の名の
もとに

奪いとる結果になりまし气

そして、納税、兵役、教育

内二
大義利だけは負わされ、

川和地区の人
ぴとは農村で
は

士圸の
ないまま、都市では零

細な手工葉や日雇、上方、行

商な
どの職業のほか畷業のな

いまま。新しい賢木主義縄済

の
自由競争の
中に放り川
され

まし
た。

この解放令は、以
1のよう

に名目的で解放の実質は充分
にともないませんでしたが、

部落解放のよりどこ
ろ
と
し

て
、それ以降の解放の只体化、

実輿化の
ための闘いか行われ

る・ことになりました。

さらに、明治五年に、わが

四国が近代国家になって、最初

にフ
つヽた統一
的な戸籍とし

て壬巾
(じんしん
)戸籍がつく

られまし
た。このなかには、

廃止されたはずの「
えた、非

杰
にかわって
、新ぞ民など

の周
書が番きこ
まれ、新しい

差別か・生みだしたのです。
Q

同和問題に関する問い合わ

せは、区
役所同和対策担当へ
。

保

健
所

だ

よ

り

胃の
検診

子宮がん検診

□
胃
の
検
診

期日
　十二月一
冂・
(日・
十

五日・
二十二日

場所
　保健センター

対象
　満三
十五歳以上の区民
(

過去一
年以
内に冐の検診

を受けていない方
)

定員
　各回三十名

費用
　無料
(精密検蚕が必蔔・
'

な場合は自己負担
)

検診できない方
　▽冐の手術

をし
た方や胃病で冶療中の

方
▽妊娠しでいる方や妊

娘していると思われる方

□
子
宮
が
ん
検
診

期日
　士
百
五日・
十二口・

十九日・
二十六口

場所
　保健さンター

対
象
　
碼
三
十
歳
以
上
の
区
民
(
過
去
一
年
以
内
に
子
宮
か
ん
検

診卆『‘受けていない方
』

定員
　各回二十五名

費用
　無料
(精密検査が必要

な場合は自己
負担

検
診
で
き
な
い
方
　
生
理
中
の
方
や
婦
人
科
医
で
冶
療
中
の
方

申込方法
　い
ずれも
、左表
(

ガキ記入
例を参考に
、往復
(

ガキで
申し込んでくださ

い
(
(ガキは一
人一
枚に限

ります
)

※申し込み多数の鳩合は
、抽

遇となりますので
、希輿の日

以
外になるこ
ともあります
。

なお
。一
枚の
(ガキで
胄の

検診と子吉
がん検診の申し込

みはで
きませ
ん
。

申込期限
　い
ずれも十一
月丿

一日
(当日消印有効
)

申込・
問合せ先
　保健センタ

ー
　八五五
1四
二五一

ハガキの記入例

f・・; 11似栲おl j哺! j、j‘ j ;・かえ怏149ノり

成人病予防教室

日時
　十一
月士
百
(水
)午

後一時三十分
?四時

場所
　足立保健所

内容
　高血圧の原因
、高血圧

予防の日常生活と食生活

※当日
、直接会鳩へ
どうぞ

問
合
せ
先
　
足
立
保
傭
濱
　
八
五
五
-
四
一
五
一

母
親
学
級

日
時
　十一
月八日・十五日
(二

日割
)午後一
時
?四鴎

場所
　足立保傭屏
講堂

内容
　▽妊娠中の
生活と栄養

▽お産の羅過
▽
赤ちゃん

の育て方
▽映画ほか

申込方法
　電話予約

申込・
問合せ先
　足立保健所

業務第二係
　
(五五
-四

一
五一

お気軽にどうぞ

老人
木
版
画
教
室

日時
　大
月
ご十七日
(木
)・

二十
(日
(金
)午後一
時から

対象
　六十絖以上の区民

定員
　二十名
<申し込み多歓

の
鳩合抽選
)

申込方法
　直接または電話

申
込
期
間
　
十
一
月
七
日
?
十
(

場所・申込・
問合せ先
　老人

会館
　
(五九
-九七三二
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ス
ポ
ーツ
で

こ
の
秋
を

走
っ
て

跳
ん
で

楽
し
も
う

秋
も
深
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
ス
ポ

ー
ツ
の
秋
と
い
っ
て
も
、
ま
だ
そ
の

機
会
が
な
か
っ
た
り
、
私
は
読
書
の

方
が
、
と
思
っ
て
い
る
あ
な
た
、
こ

の
秋
の
し
め
く
く
り
に
、
お
も
い
き

り
体
を
勳
か
し
て
み
ま
せ
ん
祀

ス
ポ
ー
ツ
や
ト
レ
ー

ー
ン
グ
の
仲

凹
が
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
々
1
で
待
っ

て
い
ま
す
。

□
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

上

月
二
十
三
日
(
日
)
に
、
ス

ポ
ー
ヴ
セ
ン
ク
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

と
し
て
、
初
心
行
の
方
も
気
軽
に
参

加
で
き
る
各
種
の
競
技
会
を
実
施
し

ま
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

秋
の

盲

を
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

フ
ェ
ス
チ
イ
バ
ル
で
、
あ
な
た
も
エ

ン
ジ
'
イ
!

競
技
種
目
等
　
左
上
表
の
I
乙
お
り

※
な
お
当
日
は
、
申
込
者
以
外
の
方

の
一
般
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

□
教
室
・
コ
ー
ス
の
ご
案
内

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
下
表

の
と
お
り
教
室
・
コ
ー
ス
を
実
施
し

ま
す
。

あ
な
た
も
積
極
的
に
、
健
康
・
体

力
づ
く
り
を
!

申
込
方
法
等
　
い
ず
れ
も
、
十
一
月

五
日
午
前
九
時
か
ら
、
直
接
ま
た

は
竃
話
で
受
付
し
ま
す
(
定
員
に

な
り
次
第
締
切
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー

　
(
五
九
一
(
ニ

ー

一

スポーツセンターの教室・コース案内

スポーツセンターフェスティバル c開i 日時n 月23日間' I二前9 昨30劍

まずは柔軟体操

からス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

か
ら
お
知
ら
せ

毎
月
第
四
土
堋
日
に
実
施
し

て
い
る
無
料
公
開
は
、
十
一
月

に
っ
い
て
は
行
い
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い

さ
あ
!
あ
な
た
も
ご
参
加
を

総
合
ス
ポ
ー
ヴ
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か

に
も
、
体
育
課
等
で
各
種
の
ス
ポ
ー

ツ
講
習
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

あ
な
た
も
お
輿
軽
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

区
民
歩
け
歩
け

オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ

オ
リ
チ

孚
I
リ
ン
グ
と
は
、
地

図
と
磁
八
を
頼
り
に
、
出
発
点
か
ら

指
定
地
点
(
ポ
ス
ト
冨

通
遇
し
て
、

で
き
る
だ
け
隰
く
目
的
地
に
着
く
こ

と
を
内
容
に
し
た
競
妓
で
す
。

だ
れ
に
て
も
て
き
ま
す
の
で
、ふ

る
っ
て
ご
・
聊
加
く
だ
さ
い
。

期
日
　
卜
・
日
上
(
凵
(
日
)
{
小

雨
決
悁
・

集
合
場
所
　
恍
ス
ボ
ノ
セ
レ
々
-

南
剛
以
場

受
付
時
間
　
午
前
九
時
一
千
分
?
十

一
時

開
始
時
間
　
午
前
t
時
～
十
一
時
三

ヤ
分
ま
で
順
次
闘
始

対
象
　
一
般
区
民
(
小
学
三
年
生
以

下
は
、
保
護
者
同
伴
)

内
容
　
指
定
さ
れ
た
歎
か
所
を
順
を

追
っ
て
ま
わ
る

籘
行
時
間
二
時

閧
三
十
分
程
度
)

参
加
費
　
一
人
百
円
(
幼
児
は
無
料
)

主
催
　
足
立
区
オ
リ
ェ
ン
テ
ー
リ
ン

グ
委
員
会
、足
立
区
山
岳
連
盟

申
込
・
問
合
せ
先
　
体
育
課
、
ま
た

は
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
(
　
(

五
九
i
(
二
>
一
)

ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト

初
心
者
講
習
会

日
時
　
1
-
・
一
月
・
目
～
・
一
百
(
一
言

閭
)
、午
後
六
時
、・
子
分
～
(
時
-

1
卜
分

場
所
　
高
砂
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
(
京
成
高
砂
駅
前
イ
ト
ー
ヨ

ー
カ
ド
ー
ビ
ル
五
階
)

内
容
　
初
歩
的
な
正
し
い
滑
走
技
術

参
加
資
格
　
区
内
在
住
・
在
動
の
膺

十
六
歳
以
上
の
方
で
、
三
日
閭
出

席
で
き
る
方

定
員
　
百
五
十
名
(
先
署
順
)

講
師
　
日
本
ス
ケ
ー
ト
連
盟
指
導
員

受
講
料
　
無
料
(
た
だ
し
、貸
靴
利

用
の
方
は
、
一
回
二
百
円
負
担
)

申
込
方
法
　
往
復
(
カ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、性
別

、電
話
番
气

お
よ
び
ス
ケ
ー
ト
講
習
会
希
望
と

明
記
の
う
え
、
体
育
課
[
〒
1
2
0
千

住
一
F
四
1
一
(
)
へ

問
合
せ
先
　
体
育
課

救
急
法

講
習

会

日
時
　
十
二
月
四
日
～
六
日
・
(
日

～
十
一
日
・
卦
-
。
日
・
十
五
目
(
九

日
間
)
、
午
後
六
時
～
八
時
四
十
分

場

所
　

区

役
所

七

階
大

会

議
室

対

象
　

崗
十
(

歳

以

上
の
&

内

在

庄

・

在
勤

の
方
<

た

だ

し
、
午
後

六

時
ま

で

に
入

場
で

き

る
方
)

定

員
　

百

名
(

先

着
順
)

受

講

料
　

無

料
(

教
材

費

は
実

費
)

講

師
　

日

本

赤
十

字

社
派

遣
講

師

申

込

方
法
　
(

ガ
キ

に
住
所

、氏
名

、

年

齢

、
電

話
番

号

を
記

入
し

て

、

体

育
鑠
(

〒
Ⅲ
不

住

一
-

四

上

八
)

へ

※

な
お

、
全

日

程
終
了

石

は
、
最
終

日

に
行

わ
れ

る
救

急
貝

認

定
試

験
の

受

験

賢
格

か

得
ら

れ
ま

す

。

問

合
せ

先
　

体
育

課

いい汗 かい た

あとは

スポーツサウナへ

ス

ポ

ー
ツ

や
ト

レ

ー
ニ

ン
グ

で

宀

筋

肉

疲
労

や
体

が

だ
る

い

、
屑

が
こ

る

、
頭

が
重

い

な
ど

と
い

う

休
の

疲

方

を
早

く
同

復
さ

せ
る

に

は
、
ス

ポ
ー
ツ

サ
ウ

ナ
か

最

適
て

す

ま

气

汗

を
流

す
こ

と
で

活

力

に
み

ち
た

若
々

し

い
肌

が

保
て

ま
す

し

、
カ

ロ
リ

ー
の

消

費
か

ら

減
暈

な

ビ
ニ

重
の

効

果
が

得

ら
わ

ま
す

。

ス
ボ
ー
ソ
ヤ
ふ
I
で
は
、サ

カ
ナ
の
般
備
々
‘
幎
-
凡
、皆
さ
ん
の

ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

営
業
時
間
　
▽
火
曜
日
?
土
曜
日

・
・
・
午
前
十
一
時
三
十
分
?
午
後

(
時
。一
十
分
▽
日
・
祝
象
日

・
=
午
前
十
一
時
三
十
分
?
午
後

石
時
三
十
分

利
用
料
金
　
一
回
一
人
四
百
円

利
用
で
き
る
方
　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

々
-
で
ス
ポ
ー
ツ
や
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
し
た
十
(
蔵
以
上
の
方

問
合
せ
先
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

々
1

　
八
五
九
-
八
二
二

掲
示
板

募
集
し
ま
す

臨
時
職

員

欠
貝
が
生
じ
た
場
合
の
補
充
臉

員
を
募
集
し
ま
す
。
(
登
録
制
)

職
種
　
一
般
事
務
、
給
食
調
理
、

一
般
用
務
、
学
校
警
備

勤
務
先
　
区
内
各
小
学
校
・
中
学

校
勤
務
時
間
　
▼
一
般
事
務
、
給
食

調
理
、
一
般
用
務
・
・
・
午
前
八
時

三
十
分
か
ら
六
時
閧
(
平
日
動

務
)
▼
学
校
警
備
・
・
・
午
前
八

時
三
十
分
～
午
後
九
時
三
十
分

(
日
曜
・
祝
祭
日
の
動
務
)

し
か
く
男
女
を
問
わ
ず
、
満
五
十

歳
未
満
の

健
康
な
方
(
た
だ

し
、
学
校
警
備
に
つ
い
て
は
、

膺
六
十
五
廠
ま
で
の
男
性
で
健

康
な
方
)

賃
金
　
▼
一
般
事
務
、
給
食
調
理
、

一
般
用
務
・・・
時
間
給
五
百
三
十

円
程
度

▼
学
校
警
備
・・・日
給

七
千
百
三
十
円

申
込
方
法
　
履
歴
書
に
希
望
職
種

を
明
記
の
う
え
、
教
育
委
員
会

庶
務
譏
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
十
一
月
十
言
‥

問
合
せ
先
　
足
立
区
教
育
委
貝
会

庶
務
課
教
職
員
係

税
を
知
る
週
間

十
一
月
十
一
日
～
十
七
日

大
切
な
税
金
の
仕
組
み
や
使

い
み
ち
、
ま
た
知
っ
て
い
る
と

記
得
な
こ
と
な
ど
、
皆
さ
ん
か

ら
の
相
談
・
質
問
を
お
受
け
し

ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
足
立
税
務
署

(
　
八
(
(

上
(
二
四
こ

、

西
新
井
税
務
署
<
　
(
四
(
)
!

コ

ニ
)

へ
。

中
小
企
業
倒
産
防
止

共
済
制
度
と

事
業
主
の
退
職
金
制
度

□
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度

こ
の
制
度
に
加
入
し
て
い
る
と

加
入
後
六
ヵ
月
以
上
た
っ
て
、
取

引
先
企
業
が
倒
産
し
、
売
掛
金
や

売
掛
手
形
な
ど
の
回
収
が
困
賂
に

な

。
た
場
合
に
、
掛
金
総
額
の
十

倍
の
範
囲
内
で
、
熊
担
保
、
無
保

証
人
「
無
利
子
で
共
済
金
の
賢
付

け
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽
貸
付
最
高
額
…
二
千
百
万
円

□
事
業
主
の
退
職
金
制
度
(
小
規
模
企
業

共
済
)

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
で
あ
る

あ
な
た
が
、
第
一
線
を
退
い
た
時

な
ど
に
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
共

済
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。掛
金
は
、

全
額
所
得
控
除
と
な
り
、
節
税
を

し
な
が
ら
財
産
づ
く
り
に
役
立
ち

ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
中
小
企
業
事
葉

団
共
済
事
業
本
部
(
　
五
〇
二
-

七
一
七
一
)
へ
。

十
一
月
は
、
個
人
事
巣
税
第

二
期
分
の
納
期
で
す
。
十
二
月

一
日
ま
で
に
納
入
を
郭
願
い
し

ま
す
。技

能
講
習
会

シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
(
初
級
)

日
時
　
十
一
月
二
十
五
日
～
二
十

(
日
午
後
六
時
?
九
時

対
象
　
シ
ー
ケ
ン
ユ
制
御
を
勉
強

し
た
い
方

定
員
　
四
十
五
名

受
講
料
　
千
円

申
込
受
付
　
十
一
月
四
H
か
ら
受

付
中

く
わ
し
く
は
、
足
立
職
業
訓
練

校
(
　
六
〇
五
-
六
一
四
九
)
へ
。

無
料
税
務
相
談

日
時
　
十
一
月
十
一
日
(
火
)
午

前
4
-
時
?
午
後
四
時

場
所
　
足
立
区
役
所
一
階
ホ
ー
ル

問
合
せ
先
　
足
立
税
務
経
営
指
導

所

　
(
八
二
-
九
四
一
七

下
請
苦
情

一
日
相
談
所
開
設

十
一
月
は
、
下
請
取
引
適
正
化

推
進
月
間
で
す
。
こ
の
月
間
に
ち

な
み
、
東
京
都
下
請
企
業
振
興
協

会
で
は
、「
下
請
取
引
適
正
化
相
談

所
」を
闘
設
し
、皆
さ
ん
の
身
近
な

相
談
に
応
じ
ま
す
。
た
と
え
ば
、

正
し
い
取
引
契
約
の
結
び
な
・
書

駟
の
樫
備
。
下
請
取
引
か
ら
生
じ

る
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
方
法
等
。

日
時
　
十
一
月
七
日
(
金
)
午
前

十
時
～
午
後
四
時

場
所
　
足
立
区
役
所
一
階
会
議
室

問
合
せ
先
　
東
京
都
下
請
企
業
振

興
協
会

　
五
四
一
上
(
八
九

三

加
入
し
ま
し
ょ
う

雇
用
保
険

雇
用
保
険
は
、
一
人
で
も
労
勵

者
を
雇
用
し
て
い
る
場
合
は
、
必

ず
加
入
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

十
一
月
は
、
特
に
雇
用
保
険
適

用
促
進
月
間
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
雇
用
保
険
に
加
入
し
て
い
な

い
事
業
主
の
方
は
、
足
立
公
共
職

業
安
定
所
、
ま
た
は
区
内
の
労
働

保
険
事
務
組
合
に
ご
相

談
の
う

え
、
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
足
立
公
共
職
業
安
定

所

　
(
八
二
上

二
(
七

厚
生
年
金
相
談

当
日
は
、
東
京
都
年
金
都
の
専

門
官
も
、
厚
生
年
金
・
国
民
年
金

の
相
談
を
Iお
受
け
し
ま
す
。

日
時
　
十
一
月
十
日
(
月
)
午
前

十
時
～
午
後
三
時
三
十
分

場
所
　
区
役
所
一
階
第
一
会
議
室

問
合
せ
先
　
足
立
社
会
保
険
事
務

所

　
八
八
一
1
匸
一
二
一

申
告
所
碍
税
第
二
期
分
の
納

期
限
は
、
十
二
月
一
日
で
す
。

納
税
は
期
限
内
に
お
願
い
し

ま
す
。

お
礼

育
英
資
金
貸
付
事
業
の

た
め
に
、
ま
た
社
会
福
祉

協
議
会
に
次
の
方
か
ら
多
額
の
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
長
谷
川
は
つ
さ
ん
<
六
木
四
-

ニ
ー
ニ
三
)

訂
正
と
お
わ
び

わ
た
し
の
便
利
帳

区
民
の
皆
さ
ん
に
配
布
し
ま

し
た
「
私
の
便
利
帳
(
8
0ご

に

つ
い
て
、
誤
り
か
あ
り
ま
し
た

の
で
。
次
の
と
お
り
町
正
し
て

お
わ
ひ
し
ま
す
。

▽
三

頁
・・・
「
青
少

年

団
体

の

育

成
・
盾

動

援
助
1

」の

項

を

社

会

教
育

踝

に
檸
で

結

ぷ

▽
五
頁
・
・
・
本
庁
舎
新
館
匕
階
に

5
「社
管
理
課
」を
追
加
、第

ぐ
二
庁
舎
一
階
の
[
労
穆
係
」

を

消

す

。
第

二
庁
舎

所

在
地
(

梅

鳥
を

梅
田

に
訂

正
)

▽

地

図
・・
・
竹

の
塚

保

健
相

談
所

を

「
足
立

保

健
所

分
室

」
に

訂

正
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